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本書は、ＶＦＣ６４基板に実装されているＣＰＵ内のフラッシュＲＯＭにプログラムを書き込むた

めのソフトウェア（Ｖｆ６４ｆｒｏｍ．ｅｘｅ）の操作方法を記す。 
 

 本書はＶｆ６４ｆｒｏｍ．ｅｘｅのＶｅｒ２．３０以上を対象とする。 
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１．フラッシュＲＯＭ書き込みソフトの機能 
  本ソフトは、次の機能を有する。 
   １）フラッシュメモリ書き込み機能 

  ＶＦＣ６４基板に実装されるＣＰＵ内のフラッシュＲＯＭにプログラムを書き込む。 
  書き込むプログラムの内容によってＢＯＯＴモードとユーザプログラムモードの２ 
  種類があり、接続方法が違うので注意。（後で詳しく説明） 

   ２）コンペア機能 
      フラッシュＲＯＭに書き込まれたデータと、motファイルのデータを比較する。 

      ３）ベリファイコード表示機能 
      motファイルのベリファイコード（チェックサム）を表示する。 
 
２．動作環境 
１）ＷＩＮＤＯＷＳ９５（、９８）の動作が可能なパソコン 
２）コネクタ接続 

 
ユーザプログラムモード、コンペアモードの場合 

 
 
 
 
                       
 
 
 
 
 
 
    ＢＯＯＴモードの場合（ＲＳ２３２Ｃ―ＲＳ４２２レベル変換機必要） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．インストール 
   セットアップディスクのSetup.exeを実行し、正しいシリアル番号を入力して下さい。 
 
 
４．アンインストール 
   コントロールパネル － アプリケーションの追加と削除 から削除してください。 
    

             
 

 ３

 ２

 １

２０

 ６

 ５

 ７

 ３

 ２

VCC+5V

TXD－
TXD＋

GND

RS232C-RS422変換器

パソコン
RS232Cコネクタ
（Dsub-25P）

VFC64
CN2

 ６

 ５

 ４

 

変
換

RXD－
RXD＋

 ９

１１

１２

２０

 ６

 ５

 ７

 ３

 ２

 線長　最大　３ｍ

パソコン
RS232Cコネクタ（Dsub-25P）

VFC64
CN6



 

                    4 

     
   
５．プログラムの起動 
   Vf64from.exeをダブルクリックすると以下のような画面が表示される。 
 

    
 
 メニューの説明 
  

   ファイル ――――― 終了 ・・・・・・・・プログラムの終了 

   モード選択 ―――― ユーザプログラム ・・ユーザプログラムモード 

             ＢＯＯＴ ・・・・・・ＢＯＯＴモード 

             コンペア ・・・・・・コンペアモード 

                         ベリファイコード ・・ベリファイコードモード 

   ＣＯＭ選択 ―――― ＣＯＭ１ ・・・   RS232CのポートのＣＯＭ番号 

             ＣＯＭ２ ・・・   通常はＣＯＭ１ 

             ＣＯＭ３ ・・・   パソコンによりその他の場合がある。 

             ＣＯＭ４ ・・・    

   ボーレイト選択 ――  ４８００ ・・   通信ボーレイトの選択 

               ９６００ ・・  （コンペアモードの場合は選択できません。） 

             １９２００ ・・   通常は１９２００程度 

             ２８８００ ・・   大きくすれば通信が早くなるがエラー確率が 

             ３８４００ ・・   高くなる。 

   ヘルプ ―――――― バージョン情報 ・・バージョン情報の表示 
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６．モードの説明 
  フラッシュＲＯＭにプログラムを書き込む場合、次の２つのモードがある。  

 ・ＢＯＯＴモード 
      フラッシュＲＯＭを全て消去して書き直すモード。本体ソフトを書き込む場合に使用。 
      シーケンス、スーパーブロックを書き込む場合は次のユーザプログラムモードを使用する。 
      このモードで書き込む場合にはＲＳ４２２の信号でコンソール用の端子より書き込む。 
           この場合、コンソールのケーブルは外しておかなければならない。 

・ユーザプログラムモード 
           フラッシュＲＯＭの一部を書き替えるモード 
           シーケンス、スーパーブロックを書き込む場合に使用する 

   
 フラッシュＲＯＭに書き込んだデータとファイル（～.mot）を比較する場合はコンペアモード 
を使用する。コンペアモードの場合、ボーレートはメニューより選択できないので注意。 
（ＶＦ６４本体側で９６００ｂｐｓに固定されている）        

       また、～.motファイルのベリファイコード（チェックサム）のみ知りたい場合は、 
       ベリファイコードモードを使用する。 
 
７．使用手順 
◎BOOTモード、ユーザプログラムモード、コンペアモードの場合 

    ①インバータ（ＶＦＣ６４）とパソコンの接続を確認。 
  ユーザプログラムモード、コンペアモードの場合はＶＦＣ６４のＣＮ６とパソコンを接続。 
  ＢＯＯＴモードの場合はコンソール用端子とパソコンを接続。（ＲＳ４２２変換器必要） 
  ＢＯＯＴモードの場合はコンソールのケーブルは外しておく。 
  （接続方法は２項参照） 

        ②メニューより、モード、ＣＯＭ、ボーレイトを選択する。 
        ③フラッシュに書き込む、もしくはコンペアするファイルの名前（～.mot）を入力 

  ～.motファイルはあらかじめシーケンスエディタ、スーパーブロックエディタなどで 
  作成しておく。 

        ④ユーザプログラムモード、ＢＯＯＴモードの場合は、インバータの電源を切る 
        ⑤実行ボタンを押す。 
        ⑥・ＢＯＯＴモードの場合 
        ＶＦ６４の電源を切った状態で、ＶＦＣ６４基板上のＳＷ３，ＳＷ４をＯＮにし、 
        ＶＦ６４の電源を入れるとＢＯＯＴモードになる。 
        通常モードに戻す場合は、ＶＦ６４の電源を切って、ＳＷ３，ＳＷ４をＯＦＦ 
        にして、ＶＦ６４の電源を入れる。 
        スイッチの切り替え時期は、ソフトウェアを実行すると画面に表示されるので、 

      それに従うこと。 
    ・ユーザプログラムモードの場合 

        ＶＦ６４の電源を切った状態で、ＶＦＣ６４基板上のＳＷ４をＯＮにし、ＶＦ６４ 
        の電源を入れるとユーザプログラムモードになる。 
        通常モードに戻す場合は、ＶＦ６４の電源を切って、ＳＷ４をＯＦＦにして、 
        ＶＦ６４の電源を入れる。 
        スイッチの切り替え時期は、ソフトウェアを実行すると画面に表示されるので、 
        それに従うこと。 

    ・コンペアモードの場合 
      すぐにコンペアが始まるので画面の指示に従う。 

◎ベリファイコードモードの場合 
     ファイルを指定し実行するとベリファイコードを表示する。（インバータに接続しなくていい） 

 
８．表示言語（日本語、英語）の切り替え 

   表示言語は ＣＴＲＬ ＋ Ｌ によって切り替える。（初期入力画面時のみ有効） 
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